
資料 １ 
 

播磨町地域公共交通 令和６年度取組報告 
 
 

【重点取組】 

施策２ 新たな交通システムの導入   

■ 取組方針  新たな（補完的な）公共交通サービスの提供を検討する。 
■ 具体的取組  
・本町の新たな（補完的な）公共交通サービスについて、調査・検討を行う。 

調査の一環として視察を実施する。 
 
⇒視察報告 ＊別途 資料１－１＊ 
 
 

施策 3 隣接市町との連携による交通ネットワーク構築に向けた検討  

■取組方針 近隣市町コミュニティバスと連携した交通ネットワークの構築をめざし、隣
接市町への交通アクセス向上を図る。 

■具体的取組 R6 年 10 月 1 日 かこバスミニ平岡東南ルート運航を開始。 
（ルート：JR 土山駅～大中遺跡南経由～JR 東加古川駅ルート） 
 
⇒かこバスミニ平岡東南ルート ＊別途 資料３ 
 
 

施策７ 公共交通の利用促進に向けた情報提供等の機会の充実  

■取組方針 公共交通は、全ての利用者が分かりやすく使いやすい必要がある。 
公共交通の利用促進を図るために、交通事業者等と連携して、子どもや高齢者を対象にバス
の乗り方教室やイベントを実施する。 
■具体的取組  
・公共交通時刻表の作成 
・町イベント（はりま春風フェス）での公共交通 PR ブースの出展 
 
⇒取組報告 ＊別途 資料１－２＊ 
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令和６年度公共交通行政視察報告書 

 
（視察参加者）  

都市計画課 計画調整担当課長 岡本光嗣・計画調整係主査 中村瑛  
＊今回は、町議会総務建設常任委員会との合同視察 
 
（視察日程）  

① 令和６年 10 月 24 日（木） 福岡県糟屋郡志免町 のるーと志免 
② 令和６年 10 月 25 日（金） 福岡県田川郡糸田町 いっとこカー 
 
（目的） 

令和６年３月に策定した「播磨町地域公共交通計画」の施策の１つとして、「新たな（補完

的な）公共交通サービスの提供を検討する。」を掲げており、具体的施策を検討するため。 
 
（視察先選定の視点） 

計画の中で、「新たな交通システムの導入」を検討する際は、公共交通空白地域を主な対

象とし、最寄りの鉄道駅等広域交通結節点（土山駅・播磨町）へ接続することで、高齢者等

移動手段を持たない住民の移動の利便性向上及び日常生活への移動支援を行えるものとし

ている。 
また、既存の各公共交通サービス（鉄道・バス・タクシー）の役割分担に配慮することが

必要であるとしている。 
そこで、本町と行政面積・人口等が類似している自治体で、地域内交通の補完的交通サー

ビスを実施されている自治体を視察先として選定。 
 なお、交通サービスについては、令和５年度の公共交通計画策定過程における「播磨町地

域公共交通活性化協議会」の中において、デマンド交通の可能性を研究してほしいとの意見

があったことから、デマンド交通サービスを検討することとした。 
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（視察先① 福岡県志免町 のるーと志免） 

・概要 別紙参照 
・所感  
町内に 214 箇所の共通乗降場を設置し、関係交通事業者（タクシー・路線バス）との役割

分担を行い、住民の移動ニーズに柔軟に対応する手厚い交通サービスを提供している。また

LINE での予約に対応しており、利便性の高さ及び利用者の乗降データの分析のし易さを同

時に実現している。 
ただ、乗合で実施しているため、乗合者が増えるほど利用者の目的地への到着時間は遅く

なる状況があり、時間に制約のある方には利用しづらい点はある。 
（利用者の予約時希望到着時間と実到着時間には平均約 40 分の差：令和６年９月時点）  
令和６年度の総事業費が約４，５００万円と事業規模が大きい。 

 
 
（視察先② 福岡県糸田町 いっとこカー） 

・概要 別紙参照 
・所感 
 隣接市（田川市）及び関係交通事業者（タクシー）との調整及び既存町内交通サービス（福

祉バス）との棲み分けを行ったうえで、住民の日常生活における移動をサポートする交通サ

ービスを提供している。共通乗降場所（41 箇所）だけでなく、自宅前から乗り降りでき、

隣接市の病院等 4 箇所も共通停留所としていることは、住民ニーズをしっかり把握された

上で、事業計画を立てられている。 
令和６年度の総事業費が約２，６００万円と、志免町と比較すると、AI オンデマンド運

行管理費で差があり、AI オンデマンドシステムも事業者により、金額の差が生じると感じ

た。また、金額に差が出ている理由の一因だと思われるが、予約の受付は電話又は FAX で

の受付となり、専用の人員を割く必要があり、その費用（人件費）は事業予算とは別計上。 
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（視察全体をとおしての所感） 

今回の視察をとおして、両町における共通事項として、既存交通サービスの大きな転換期

を迎えるにあたり、新たな交通サービスを検討し、導入されていた。 
（志免町⇒福祉バスの廃止（R６年３月）・ 糸田町⇒町内路線バスの廃止（R５年９月）） 
また、両町とも新たな交通サービス実施への、住民側からの要望（志免町）や潜在的ニー

ズ（糸田町）があったことが、導入の背景ともなっており、行政として公共交通を福祉的観

点も持ちながら、主要事業の 1 つとして取り組まれていた。それに伴い予算規模も大きく

なっており、本町において、この規模の事業を実施するには、既存主要事業の休廃止を検討

するレベルだと感じた。 
 
本町においても、利用者減少を理由に、令和６年９月末に神姫バスの路線（加古川駅～東

加古川経由～土山駅南口）休止があった。今回は前年度より、関係機関（加古川市や神姫バ

ス）との協議を行い、令和６年 10 月１日より当該路線の代替交通を兼ねたかこバスミニ平

岡東南ルートの運行を開始し、隣接市町との連携による交通ネットワークを確保すること

ができた。 
一方、本町においては、バスに対する認知度及び利用度は低い状況にある。 
令和５年度公共交通計画策定時に実施した住民アンケートでは、路線バスを普段利用さ

れる方は、1 割にも満たない結果（7％）が出ている。 
 それらを踏まえると、本町のバスにおいては、既存路線の利用促進を図っていくことが、

何より重要になる。また、バスの利用促進を進めていくなかで、住民側からの意見等が、本

町にとって本当に必要な交通サービスへのヒントになってくるとも考えられる。  
今後も、既存の町内交通サービスが有効に活用され、交通サービスの充実に繋がっていく

ような利用促進を重要視していきたい。 
そして、幅広い視点を持ち、本町の現状や特性に合った新たな交通サービスを引続き検討

していく。 
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志免町概要 

 

令和６年１０月 志免町経営企画課作成資料より抜粋 

 

1. 志免町について 

志免町は町域の南部（向ヶ丘・坂瀬・石橋台・吉原・桜丘）と西部（別府東・王子・片峰・片峰中央）に丘陵地

帯があるものの、概ね平坦な町である。面積は吉富町、糸田町に次いで県下では３番目に狭い。  

人口密度は全国の町村ならびに鉄道路線の存在しない市町村の中では最も高い。福岡県内では春日市

に次いで第２位である。 

面積 8.69km  

総人口 ４６,３３８人（２０２４年４月１日）  

人口密度 ５,３３８人/km  

小学校区 西小学校区・中央小学校区・東小学校区・南小学校区 

最寄り鉄道駅 

J R 香 椎 線：酒殿（粕屋町）・須恵・須恵中央（須恵町） 

福北ゆたか線：柚須駅 

福岡市地下鉄：福岡空港駅 

隣接する自治体・行政区 

福岡市（博多区） 

糟屋郡粕屋町 

糟屋郡宇美町 

糟屋郡須恵町 
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令和６年度公共交通行政視察実施状況 

■ １日目：令和６年１０月２４日（木） 福岡県志免町 のるーと志免 
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■ ２日目：令和６年１０月２５日（金） 福岡県糸田町 いっとこカー 
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